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2023 年度国際交流基金助成事業 
キルギス共和国日本語弁論大会実施報告 
キルギス共和国日本語教師会 会長   ママーシェワ・ジィデグーリ 

�

�
◆2023年4⽉15⽇ 共和国国内⽇本語弁
論⼤会 ⾏ 。⼊⾨・初級者対象 A ⽅式
出場者 13名、中級以上 B⽅式 12名 。
会場 名称 国⽴⼤学本館

、明 聴衆 ⽐較的 多 良
。出場者 A⽅式 B⽅式 ⽇本語

⾼ ⾮常 発表 。�
◆私 今回、教師会⻑ 初 ⼤会

最初 最後 ⼼配 。
⾃分⾃⾝ 学⽣時代 国内、中央 、 CIS
⼤会 思 出 、出場者
⼀⼈⼀⼈ 最後 堂々 、 無事 発表

祈 。�
◆ 途中 忘 、緊張 最後 発
表 出場者 、 忘

、 発表 、⼤会 参加
経験 確 。

３分 ５分 、 準備 �

時間 、 表現 ⾔葉
覚 、 考 、「学 」
点 貴重 経験 、何 、⽇本語 学
「仲間 」 互 ⾃分 思

機会 得 。�
◆実⾏委員 学
。 、不備 点、反省 点

、失敗 経験 、今後 活動 活
思 。�

◆本⼤会 審査 引 受 審査員
皆様、 参加 ⽇本語
学習者 皆 、出場者 応援 駆
皆 、会場 集 皆様、 、

本⼤会 会場 提供 記念
国⽴⼤学学⻑ ・

様、全 ⽅々 感謝申 上 。�
◆今後 ⽇本語教育発展 、皆様
⽀援 協⼒ 願 。�

�
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�
B ⽅式「中上級部⾨」結果�

�

順位� ⽒� 名� 演� 題� 所属教育機関�

1� ・ � 私 中 多⽂化共⽣� 国⽴⼤学�

2� ・ � � ⽇本 �

3� ・ � ⼈⽣ ⾳楽� 国⽴⼤学�

4� ・ � ⾃分 守 箱� 国⽴総合⼤学�

5� ・ � 研修中 学 � 国⽴⼤学�

6� ・ � 最 重要 資源� 国⽴⼤学�

�

�
�

A ⽅式「初級部⾨」結果�
�

順位� ⽒� 名� 演� 題� 所属教育機関�

1� ・ ・ � � ⽇本 �

2� ・ � 湖� 国⽴⼤学�

3� ・ � 遠 近 ⽇本� AUCA�

�
�

⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆⋆ 
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2023 年 共和国⽇本語弁論⼤会 B⽅式⼊賞者 �

１位 「私の中の多文化共生」 
トレグボワ・アリーナ�

 
私 、⺟親 ⼈、⽗親 ⼈ 、⾔

「多⽂化共⽣」 家庭 育 。⼦
供 頃「 何⼈（ ）？」 、 聞

。質問 ⼈ 「当 」
⾔ 、誰 正確 ⾔ 当

。�

「 ⺠族 何 ？」 質問 、
今 答 困 。私 ⾃分

⼀ ⺠族 属 思
。私 、 的 的

両⽅ 備 環境 育 、
異 ⽂化、伝統、習慣 ⽣ 時 同

時 吸収 。� �

新年 迎 、誕⽣⽇ 祝 、
家庭 同 、私 家族 宗教的 祝

⽇ ⼤切 。 正教 復活祭 伝
統 焼 卵 ⾊付 。

⾁料理 ⽤意 揚
。�

⾯⽩ 、多 ⼈ 私 ⼈
、 ⼈ 、 ⼈ 思
。私 ⼩ 、⾃分 「何⼈（
）？」 聞 、 ⼈ ⾃分

⼈ 答 、 ⼈
⼈ 答 。 状況 応 答
変 。�

ID ⺠族欄 ⼈ 書
、私 ⾃分 系 ⼈

系 ⼈ 思 。
⼀ 決 。私 出⾝
、 祖⽗ 親戚 住 。

親戚 。親戚 常 異
⽂化交流 。�

私 、「
」 ⾔

。
⾔

私 好 。
、「
材料 多

多 美味
」 意味
。⼀時期、⾼

校 通
、⼀⼈ 同級⽣
私 興味 持
質問 。私 国 来 、

両親 属 ⺠族 違 、 知
、同級⽣ 驚 、私 知

。私 肯定的 捉
嬉 。�

⼤学 ⽇本語 英語 韓国語 勉強
。 ⾔語 ⽂化 特徴 違 、

⾯⽩ 。私 、⾃分 住
⽇本 ⽂化、⽇本語、 ⽇本 ⼈々 ⼤好
。⽇本 社会 私 ⼈ 尊重 、相⼿

思 持 、良⼼ 正
決 、 感謝 気

持 ⼤切 教 。
社会 、年⻑者 敬 、伝統 尊重 ⾃

分⾃⾝ 誇 持 、仲間 ⼤事
教 。�

両親 存在 、私 ⺠族
平等 ⼤切 教 。多
⽂化共⽣ 家庭 育 、

。⼤事 、「何⼈（ ） 」
、「 ⼈間 」 。�

�
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２位 「キルギスのタコ」 
マナソフ・ベクママット�

�

 
�

３位 「人生は音楽」 
ドゥワナエワ・メーリム�

 
⾳楽 、何 考 。私

思 ⾳楽 、 ⾳ 、⼼ ⾳
。 ⾳ 出 、

⾳楽 ⾳ 、 出 。�

⾳楽 、私 宝物 。悲
時 気持 時、⾳楽 聴 安
気持 。⾳楽 聴 時 、
気持 。�

私 、毎⽇⾃分 学 ⾔語 囲
好 。例 、⽇本 住 、⽇本�

語 勉強 難 。効果的 ⽇本語 学 ⽅ 知
必要 。⾳楽 聴 ⼀
。 、 ⾒ ⼤ 効
果 。�
⼩ 現在 ⾄ 、私 ⾳楽

尽 喜 味
。⾳楽 聴 ⼼ 熱 、楽 喜 感

。落 込 気
分 明 。 ⼀⽇中神経
減 時 、⾳楽 聴 ⼼
。�

皆 、 知
。「 、 ？
」、「海 分 、 湖 ？
、 」・・・。皆 、 中央

聞
。 、 話 聞 。�

今年１８歳 。⽣ ７ ⽉
時、両親 離婚 。⺟ ⽗ ⾔葉
暴⼒ 耐 。当時、⽗

⾦ 使 、家 帰 ⺟ 喧嘩
。⺟ ⾚ 坊 置 家 出

。⽗ 借⾦返 海外 出稼 ⾏
。 育

祖⽗ 祖⺟ 。 、⼦供時代 思
。�

６年⽣ 終 、悪 仲間 付 合
。授業 、 吸 、 酒

飲 、乱暴 、 、
「悪 」 。 頃 、⼈⽣最悪 年
思 。�

、 時、急 ⾃分 恥 。
、「 」 思 。

「 絶対 酒 、 」 、鏡 映
⾃分⾃⾝ 誓 。 、悪 習慣 全部
、悪 仲間 抜 出 。決

、頑張
誓 守 。 ９年⽣

。 、義務教育 終 次 何�

、考 分 。学校
思 。�

時、叔⽗ 「何 ⾊々経験 、将来
⽬標 ⾒ 」 ⾔ 、 職業専⾨
学校 ⼊学 、学校以外 次 次
放 込 。 ⽇本語、次 数学 、

、英語 語、
、 続 、⾃動⾞ 運転
通 。医療 、縫 物、溶接、理容師、
、 ⼤⼯ 。�

⽇本語以外 、 短期間 勉強
、基礎 ⾝ 。

今 、⾃分 、⾃分 楽
、他 ⼈ ⼿伝 。�

⼤⼯仕事 得意 。服 ⽳ ⾃分 縫
。友達 髪

。祖⺟ 、祖
⽗ 介護 ⼿伝 。学校 専⾨ 調理師 、
料理 作 。 、 、

。 役 ⼿
何本 持 。�

、⾃分 ⼿ ⼀本⼀本 将来 可能性
信 。 何本 ⼿ 使 将来 本当
⽬標 思 。 試
、最後 ⾃分 ⼀番⼤事 物 ⾒

。専⾨学校 卒業 、⽇本 ⾏ ⾷品関連
企業 働 思 。�
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私 、宮野真守 『光射 ⽅ 』 歌
⼀番好 。 曲 聴

時、 涙 ⽌ 。私 曲 歌
詞 全部 思 、特 ⼼ 響

⼆ 。⼀ 、｢ 光
輝 、 ⽻ …｣
部分 。�

、 ⼀ 、｢ 終
、 始 、越 進 ！｣
部分 。私 ⾔葉 前 進 ⼒ 与

。 ⾔葉 私 「 諦 ！」
思 。�

『光射 ⽅ 』 歌 、 失敗 、⾜
、前進 続 ⾔

。⾼ ⾶ 信 、戦
、未来 信 追 正

、 歌 。�

私 ⽇本 歌 ⼤好 。⽇本語 歌 好
。私 ⽇本語 勉強 ⽇本 歌 始

。⾳楽 始 。 私
、 変 、歌 通

知 思 。私 夢 、
⾔語 学 、 ⾔語 歌

。�
�

�

�

 ４位 「自分を守る箱」 
コジョベコワ・アデリ�

 
私 、⼦供 頃、他⼈ 話 時期
。 話 聞 、内容 理解 、

聞 、 対 、
返 。 、 時
、周 ⼈ 話 思
。実 、 私 、周 ⼈ ⾃分⾃

⾝ 理解 、受 ⼊
恐 。�

成⻑ 、少 ⾃分 ⾔葉 発 周 交
流 、 変

。友達 呼 ⼈ 。
私 ⾃分 中 ⾃分 閉 箱 作

。箱 中 ⾒ 、⾃由
動 回 、⾃由 。私 ⼀⼈
箱 中 好 。�

2020年 、誰
厳 年 思 。 実 時、私 ⾃
分 時間 楽 。 時、⾃分

。歌 、踊 、⾳楽
聴 、 ⾒ 、 弾
。⼀⼈ 時間 過 、両親 話
、 少 時間 。⼀⼈ 過
慣 、知 ⼈ 話 能⼒ 失

感 、
。�

後、⼤学 ⼊ ⽇本語 ⽇本 ⽂化 勉
強 始 、私 以前 、他⼈ 交流
⼼配 。⽇本⼈
特徴 気 。 、
尊重 姿勢 、話 礼儀作法 。⽇

本⼈ 誰 話 聞 、注意深 ⽿ 傾 、邪魔
、 話 聞 ⽰ 。
気 、私 、私

変 ⼈ 、⽇本⼈ 同 安
⼼ 。�

、世界中 多 悲
。 、同時 秩序 ⽣ 出 。⼈々

近 、安全 個⼈的 侵害
雰囲気 作 。今、世界
以前 社会 戻 、私

、 蔓延 時 同 、⼀⼈⼀⼈
尊重 ⾃分 持 思
。�

、⾮常事態宣⾔ 続 良
意味 。 ⽂化的 、物理的
⼼理的 狭 国
、私 他⼈ 、⾃分
箱 必要 ⼈ 。誰 快適 暮 社会

、 適切 距離 保 思
。�

�
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�

５位 「研修中に学んだこと」 
マスロフ・ドゥラット�

�
、私 名前 。⽇本学

院 4 年⽣ 。今回 、 中
起 出来事 、 学

話 。�

��冬休 終 、８学期 始 、私
向 準備 。様々

職業 、 KRJC、
、⽇本語講座 、⾊々 分野

。 中 、私 ⽇本
語学校
。 興味 持 。�

� � 学校 ⼤学 先⽣ 教
、今度 ⾃分 知

誰 説明 、伝 考 始
。⽣徒 「 先⽣」 ⾔葉 聞
、不安 。「先⽣」 ⾔葉
重 、 ⾔葉 ⼤ 責任 伴 。�

先⽣ 、 、教育者 、⼼理学
者 、未来 発⾒者 、愛 尊敬 ⼈⽣
価値観 教 ⼈ 。先⽣ 最⾼ 資質 所有

。専⾨的 関 情報 教
、⼈⽣ 振 舞 問題

取 組 、⼦ 世界観 広 ⼈⽣
⾃分 居場所 ⾒ ⼿助 。�

��冬休 終 後、私 新 気持
学校 ⾏ 、⽇本語 先⽣ 出会

、練習 始 。� �練習中、私 多
学 。� �先⽣ 課題 出
。� � ⽇、先⽣ ⽤事 、1⼈ 授

業 ⾔ 、 授業 、
準備 必要 説明 。� �

、私 ⼤ 挑戦 。� �私 興奮
眠 、次 ⽇ 授業 備 。�

1 ⼈ 授業 ⽇ 。私 早
学校 ⾏ 。 授業 開始 告 、
⽣徒 教室 ⼊ 座 、授業 準備
始 。�

�最初 授業 5 年⽣ 授業 。�挨拶 、
「朝 何時 起 」「 昼 何 ⾷
、飲 」「今⽇ 天気 」
簡単 質問 、授業 開始 。� �宿題

始 、⽣徒 聞
。� �⽬頭 熱 。彼 、私 ⾔

聞 遊 。�

� � 、 何 、私 授業 破綻
終 。 、 私

、彼 ⾦ 渡 思 。 ⾦
嫌 ⼈ 。⼈間、 ⾦ 関
何 。�

� �私 彼 渡 ⾦ 、 ⾦ 困
。�

、 乗 、1 円単位 ⾦ 数 学⽣
。私 、⽇本 ⼟産 持 ⽇本円

渡 。 中 ⼊
。私 ⾃分 持 、今⽇

授業 最 積極的 参加 、課題 3⼈
⼦ 配 。�

� �授業 最後 、新 説明 、
関 ⾏ 、上位 3

⼈ 渡 。私 ⽇本円 無
。�

� � ⽇私 、本物 教師 難 職業
⼼ 感 。⽣徒⼀⼈ 接 必要
、 ⽣徒 気 探
、彼 伝 分 ⾔葉 ⾒

。 、教師 簡単 職業
思 私 考 、完全 変 。
、 働 、⽣徒

共通⾔語 ⾒ 、 良 接 ⽅ 授業
。��

困難 時間 職業 就
先⽣⽅ 感謝 。�

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊�

�
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６位 「最も重要な資源」 
アスカルベック・サニラビカ�

 
4 回⽣ ・ 申
。 参加 機会 与

主催者、審査員 皆様 感謝
。 、学⽣ ⾃⼰啓発

役⽴ 信 。�

私 、 書 機会 、 ⼈々
考 、重要 気

取 上 。 今⽇ 、
機会 利⽤ 、私 ⼈間 ⽣活 本当 ⼤

切 思 、 皆 伝
思 。⼈間 最 貴重 資源

。�

⼈間 常 発展 望 。
、学校 ⼤学 開設

。�

情報 価値 年々⾼ 。 、私
持 、競争⼒ ⾼ 情報

、教育機関 得 。 、
情報 源 教師 。�

先⽣ 、⼈間 最 重要 資源
⼀ 思 。今 ⾃分 教育 時代
⾔ 、教育 能

⼒、⾃分 可能性 引 出 、⼈間
必要 。�

教師 ⽣徒 理解度 察知 、 合
、 情報 伝
。 、教師 ⼈⼯知能 取 代

私 考 。�

⾔葉 、「⾃分 学
、他⼈ 教 ⽅ 多 知性 必要
」 。�

2020年、私
⾃分 試 。 、
⾔葉 、私⾃⾝ 実感 伝
。授業計画 ⽴ 際 、⾃分 学
、説明 ⼈ ⽴場 ⽴ 、繰 返

説明 必要 。�

�⼀回 授業 、⼀晩中、 効果
的 知識 伝 考 準備 必要

。⽣徒 40代 、 村
出⾝。 使 ⽅ 関 知識 、

等 。�

、 全 新 技術 学 彼
意欲 決意 、私 満⾜ 。宿題
⽇ 、私 叱 。

40代 、本当 、
切 、笑 謝 �

、真剣 顔 回 、 続
⾏ 。 、 開 、

中 新 ⽂書 開 最 簡単 作業
。�

、「 作 、 絵、
" "

」 伝 思
。�

体験 ⼤変 、最⾼ 思 出
残 。彼⼥ 努⼒ 、私
望 結果 得 、彼⼥ 新

発⾒ 。�

⾔ 、教育 先⽣ ⽣徒 重
要 役割 担 。私 、
⾃分 努⼒ 学 意欲 先⽣ 助
。 、先⽣ 仕事 楽 、私
学習 効果的 。努⼒
時間 惜 、忍耐強 、粘 強 私 教

先⽣ 尊敬 、皆 勧
思 。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

�
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国際交流基金 日本語専門家 
キルギス共和国日本人材開発センター派遣 

坂下 太一 
◆私 2020年以降、毎年 弁論⼤会 審査員業務
引 受 、今回 実 4回⽬ 経験
。2020 年当時 現在 ⽐較 様々 変

化 思 。初 審査員業務
引 受 2020年度⼤会 新型
感染拡⼤ 防 、現在 対⾯⽅式
、事前録画 発表 、当時私 ⽇本
滞在中 、 ⼈ 学⽣ 発⾳ ⾮常
美 驚 今 覚
。�

◆ 3年間 、優秀 思 学⽣ 発
表 更 洗練 多 。 弁
論 構成 、聞 ⼿ 理解 、
、興味 ⼯夫 多 発表 ⾒

。 点 今年度特 優
「 」 発表

。「『 』 何 ？
意味 ？」 最後 興味 持 聞

。 発表
、 発表 多 内
容 前向 、明 前向 多
思 。�

◆深刻 取 扱 時 、決 独 語
、 、 ⼯夫 、
表現⽅法 ⼯夫 、聞 ⼿ 意識

発表 ⽬⽴ 。今年度発表
· 「私 中 多⽂化共⽣」、
・ 「⾃分 守 箱」 、

難 、 ⼆⼈ 発表 特 表現⼒
優 、聞 ⼿ 聞 、届

伝 。今⼤会
⼆⼈ 発表以外 、 性 ⾼ 発表

⾮常 多 思 。�

◆相⼿ 意識 話
基本 。
別物 考 、私 点

、弁論発表 努⼒
向上 繋 考 。� �

◆最後 、今⼤会 弁論⼤会開会時 、
会⻑ 「 弁論⼤会 学⽣時代 宝物 思
出 」 ⾔葉 。是⾮今後

宝物 存在
続 ⼼ 祈 。�

 
 

出場者の感想 ①         トレグボワ・アリーナ 
  ビシケク国立大学 東洋国際関係学部 ３年生 

◆弁論⼤会 参加 今回 初 。留学先 ⼤学 他
受験⽣ 選 、 本格的 準備 始 。

。 、 問題 。⽇本語 話 ⽅ 訛
。私 動揺 、
。 、勝 、発⾳ 良 努⼒

思 。弁論⼤会 向 、熱⼼ 準備 始 。毎⽇、弁論⼤会 準備
。 中、勉強 休憩時間、家、街中。私 ⼈々 私 思 気 。�

◆ 重要 向 準備 重要 。私 友⼈ 先⽣ 注意深 ⽿
傾 。私 毎回私 良 、 良 改善 。⼀⽣懸命、真⾯⽬ 努⼒ 。弁
論⼤会 ⽇ 来 、私 ⼼配 。 同時 、私 100％準備 感 。1
位 獲得 名前 呼 、感動 嬉 胸 。 嬉 。弁
論⼤会 参加 機会 ⾮常 感謝 。�

�
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出場者の感想 ②              出場者の感想 ③ 
マナソフ・ベクママット 
オシュ日本センター 

◆「私 。私 今 18 歳 多
。 祖⽗ 祖⺟

叔⽗ 。私 両親 私 7 ⽉ 時離婚
、 後、 僕 世話 祖⽗
祖⺟ 。祖⽗ 祖⺟ 感謝 。私
今年 市 専⾨学校 卒業 。専⾨ 調理
師 。料理 作 ⼤好 。髪

、 、⼤⼯、溶接、 ⽇
本語 。⾃慢 、私
⾃分 呼 。」�
◆ 、私 2023年 4⽉ 15⽇

名称 国⽴⼤学 ⾏ 「 共
和国国内⽇本語弁論⼤会」 発表 私
。 先⽣ 毎⽇毎⽇ 練習
上⼿ 発表 。

練習 結果
弁論⼤会 。2位
全 想像 。涙 出

。参加 本当 。
練習 甲斐 、 ⼼ 中 思 。�

◆⽇本語弁論⼤会 私 18 歳 ⼈⽣ ⼤
WIN→ПОБЕДА→ЖЕҢИШ� 。⼊賞
、祖⽗ 祖⺟ 期待

応
思 。�
◆ 、
、育
！ 、⼤好
先⽣、

！ 

ドゥワナエワ・メーリム 
ビシケク国立大学 東洋国際関係学部 ３年生 

◆⽇本語 出会
、⽇本 ⾳楽 。
私 弁論⼤会

。�

◆今年 4⽉、私 「共和
国⽇本語弁論⼤会�」 参加

機会 得 。共和
国 弁論⼤会 参加者 、
⾼ ⽇本語能⼒ 芸術性
⽰ 。�仲間 、名誉
賞 獲得 。�私 3 位 獲

得 。�

◆ 結果、私 5⽉ 「中央 ⽇本語弁論⼤会」
参加 、中央 国々

、 、 、
、 中 18 ⼈ 参加者 中 4

位 獲得 。�

◆ 得 経験 計 知 。
、私 ⽇本語⼒ 向上 、数々

素晴 経験 出会 得 。
様々 参加者 聞 、私

素晴 経験 成⻑ 動機
。 最⾼ ⾏ 、私
⾒ 、 ⼤規模 参
加者 幸 ！�

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
 

  出場者の感想 ④      アルマズ・ウウル・ヌルドーロット  オシュ日本センター 

◆「 」、「 」 何 鳴 声 。 、⽺ 鳴
声 。皆 、 ⾔ 、⽺ 思 浮 。私
州 地区 。 地区 有名 王⼥

⽣ 。 地区 私 誇 思
。 「⽺ 切 男 男 」 ⾔
。私 ⽺ ⼤好 。 、切 好 、伝統
、仕⽅ 。�

◆私 2023年 4⽉ 15⽇ ⾏ 共和国⽇本語弁論⼤会 A⽅式（初級 ） 参
加 機会 得 。初 ⾃分 ⽇本語 発表 本当 緊張 。 、結果 1位

。 結果 ⼀番⼤事 。 ⼤会 練習 思
。参加 私 満⾜ 、優勝 本当 ⾃⾝ 出 。�

⾃分 経験、好 、⾝近 話 ⼤切 先⽣ 教
。 、私 ⾃分 環境 育 、好 何 、 考

話 。 素晴 与 ⽇本語教師会 先⽣⽅ 、 先⽣
感謝 。 。 

yr 
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キルギス共和国日本語教師会は、8月 19日（土）と20日（日）の２日間の日程で 
「第 7回キルギス日本学・日本語教育国際研究大会」を開催いたします。 

本大会では、広島大学 森戸国際高等教育学院 准教授の西條結人先生の基調講演、 
キルギスをはじめ世界各地で活躍する日本語教育研究者、キルギスや中央アジアにゆかりのある方々の 

実践報告・研究発表を予定しています。 
 

開催日時： 
2023年 8月 19日（土）～20日（日） 
両日とも 10:00 開始（キルギス時間） 
ビシケク国立大学との共催 

 
後 援： 

在キルギス共和国日本国大使館 
JICAキルギス共和国事務所（申請中） 

 
開催形態： 

ハイブリッド開催（対面・オンライン併用） 
・対面会場：ビシケク国立大学本館2階 
・オンライン会場：Zoomリアルタイム配信   
 
＊参加登録者には招待リンクをお送りします 

参 加 費：無料 
参加申し込み締め切り：8月 17日 
下記 KAJLT HPをご参照ください 
 

お問い合わせ： 
kyrgyzkenkyuutaikai@gmail.com 

 
 

�

キルギス共和国日本語教師会会報 第 67 号（2023 年 7月 20日発行） 
編集：キルギス共和国日本語教師会広報委員会《会報編集部》 

キルギス共和国日本語教師会事務局 E-mail: kajlt.jimukyoku@gmail.com 
賛助会事務局 E-mail: kyoshikai.sanjokai.jimukyoku@gmail.com 
会報バックナンバー https://www.evernote.com/pub/tm0y/kyrgyz_vestnik 
KAJLT HP  http://jlkyoushikai-kyrgyz.jimdo.com 
ウィキペディア https://ja.wikipedia.org/wiki/キルギス共和国日本語教師会 
Facebook  https://www.facebook.com/JLteachers.association.KR?ref=aymt_homepage_panel 
http://jlkyoushikai-kyrgyz.jimdo.com/紀要-キルギス日本語教育研究/バックナンバー/ 
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